模擬国連　簡易用語集
	BG

(Background Guide）
	バックグラウンド・ガイド。会議にかかわる情報が集められた資料のこと。重要なのは論点を把握すること。論点に則して何が問題で、何が重要なのかを念頭に読むことが必要。そして、何が未解決で、何が対立点となるのかを理解していくことが重要。

	WP

(Working Paper)

「ワーペ」
	ワーキング・ペイパー。作業文書。DRとアメンド以外に会議中に提出される文書を指す。形式は自由。交渉や決議作成に資料として用いたり、自国の主張をまとめたりする。

	DR

(Draft Resolution)
	ディーアール。決議案のこと。国際機関の意思表明は決議(Resolution)という形で国際社会に示される。つまり、模擬国連ではこのDRの作成を目指して会議を進めていく。形式や提出条件が厳しく決められている。
· 共同提案国と署名国なしには提出できない。提出後も議長などからチェックを受け、許可がおりれば配布される。

	スポ

(Sponsor)
	スポンサーの略。提案国のこと。DRの内容に賛成した国で、投票時に反対できない。
· 複数のDRのスポになってもよい。

	シグ

(Signatory)
	シグナトリーの略。署名国のこと。DRを会議に提出することに対して賛成する国。投票時に反対可能。

· 複数のDRのシグになってもよい。

	アメンド

(Amendment)
	修正案のこと。すでに会議において提出されている決議案に対して修正を加えることを目的として提出される文書。修正前のDRに載っていないまったく新しい内容を組み込むことはできない。

· 提案国以外も修正案を提出できる。決議案の趣旨にそった修正案の場合は「友好的修正案」、決議案に反対の立場の国が提出する場合は「敵対的修正案」と呼ばれる。

	フロント
	議長（＝チェア）　会議監督（＝ディレク）　秘書（＝セク）

	デリ
	大使の事


	コンバイン

(Combine)
	複数のDRをすり合わせて一つにまとめること。ただしアメンドと同様、修正前のDRに載っていない内容を組み込むことはできない。

	コンセンサス

(Consensus)
	コンセンサス採択のこと。積極的な反対はないが、必ずしも全ての国によって支持されているわけではない採択方法のこと。（積極的反対なし＝棄権も含まれる）全ての国が賛成している全会一致とは異なる。
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